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本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

   
取組目標 成果目標 

達成 

状況 

評

価 

成果と課題 

 
 

 

【
育
む
】 

〇幼児児童生徒一

人一人に応じた

「個別最適な学

び」と「協働的な

学び」の一体的な

充実。 
 

〇チーム研修を中心に、

幼児児童生徒の日々の

あらわれや事後研から

授業や指導の改善につ

なげることができた。 

・教職員
91% 

・保護者 
 91％ 

Ａ 

・目標の達成状況や教職員の
手立ての有効性について検討
し、授業改善を行うことがで
きた。今後は、幼児児童生徒
と、教職員が、共に評価を通
じて確かな学びや成長を実感
することができるように、事
後研修を中心とした授業改善
を行っていく。一人１授業公
開継続。 

〇学年学部を超えた活動
や他校との交流、外部
講師の活用を通して多
様な他者と学び合う場
面を設定することがで
きた。 

・教職員
100% 

・保護者
100％ 

Ａ 

・無理のない計画と事前の準
備を行うことで、多様な他者
と学び合う場面を設定するこ
とができた。今後も継続。 

〇授業や日々の指導の中

で個別のニーズに応じ

た情報機器の活用をす

ることができた。 

・教職員
89% 

Ｂ 

・情報機器は、必要に応じて
活用できている。今後は、情
報モラルについて研修を行
い、安全に活用できるように
していく。 

〇点字図書、拡大図書、
電子書籍、触る絵本な
ど視覚専門の図書を、
幼児児童生徒が親しむ
場面を設定したり、指
導に活用したりするこ
とができた。 

・教職員
94% 

Ａ 

・大学や関係機関と連携した
図書の貸し借り等を行い、授
業等で活用。今後は地域との
連携を含めて検討。 

 
〇教職員の専門性
維持・継承。 

〇ニーズに応じた新任研
修や学習会が企画・運
営されることにより教
職員の専門性が向上し
た。 

・教職員
97% 

Ａ 

・教職員のニーズに応じた研
修会や学習会だけでなく、
日々の取組においても気軽に
相談し合う体制がとれた。今
後は、相談体制の充実を図
り、外部人材の活用する。 

〇幼児児童生徒が
自己の将来をデ
ザインするキャ
リア教育推進。 

〇幼児児童生徒のキャリ
ア形成を見据え、目標
を立てたり振り返った
りすることができた。 

・教職員
91% 

Ａ 

・キャリア教育の手引きやキ
ャリアパスポートを作成。幼
児児童生徒が目標を振り返
り、自分の今と将来について
考えることができた。 

〇面談の際にキャリア・

パスポートを提示して

検討することができ

た。 

・教職員
66% 

・保護者 
100％ 

（Ａ50％  
Ｂ50％） 

Ｃ 

・保護者と共にキャリアパス
ポートを活用するところまで
には至らなかった。次年度
は、幼児児童生徒と保護者が
成長を実感し、将来について
考える機会を実施していく。 



   
取組目標 成果目標 

達成 

状況 

評

価 

成果と課題 

〇生涯にわたって
健やかに生きる
ための健康づく
りの推進。 

〇日々の生活や学習の中

で食の話題を取り上げ

たり、授業に関連させ

たりしながら幼児児童

生徒の食への興味関心

を広げることができ

た。 

・教職員
100% 

・保護者
100％ 

Ａ 

・学校全体として食への興味
関心が広がった。今後も継
続。 

【
守
る
】 

〇幼児児童生徒の
個性を尊重し、
互いの良さを認
め合うウェルビ
ーイングの高い
学校づくり。 

〇人権研修会や人権感覚
チェックを実施し、人
権感覚の向上を意識す
ることができた。 

・教職員
97% 

・保護者 
100％ 

Ａ 

・教職員へ定期的に実施。日
頃の支援、指導を振り返り反
省することができた。今後も
実施し更なる教職員の人権感
覚の向上を目指す。 

〇人権教育年間指導計画
に基づき、教育活動全
体を通じて人権教育を
行うことができた。 

 
・教職員

94% 
Ａ 

・各学部、寄宿舎において人
権教育年間計画を作成。全校
で実施。今後は活用について
深めていく。 

〇幼児児童生徒が
安全で安心して
生き生きと学習
できる環境整
備。 

〇緊急時の対応を把握
し、教職員間で連携し
て適切に対応すること
ができている。 

・教職員
100% 

Ａ 

・ヒヤリハット事例を学校全
体で情報共有。安全に対する
意識向上。今後も継続。 

〇アイマスクや弱視レン
ズでのシミュレーショ
ンを通して校内環境に
ついて考え、整備や見
直しをすることができ
た。 

・教職員
100% 

・保護者
100％ 

Ａ 

・環境を整えたり情報や指導
方法を共有したりしながら安
全な学習環境保持。連携した
取組を今後も継続。 

〇避難訓練や防災研修を
通して、発災時におけ
る自身の役割を理解
し、行動できた。 

・教職員
100% 

Ａ 

・危機管理マニュアルの見直
しと次年度案作成。今後の研
修や訓練での活用を検討。 

【
つ
な
が
る
】 

〇超早期から成人
まで切れ目のな
い連携支援体制
の充実。 

〇関係機関と連携し相談
者のニーズに応じた支
援活動ができた。 

・教職員
91% 

Ａ 
・特別支援学校間での要請訪
問増。理解推進が充実。今後
も継続。 

〇視覚障害教育の理解
推進に向けて関係機
関への訪問や地域へ
の情報発信ができた 

・教職員
94% 

Ａ 

・つながりを大切にした、情 
報発信。今後も継続。 

〇幼児児童生徒や保護
者が支援に係る関係
機関とその役割が分
かり、適切につなが
っている。 

・教職員
97% 

Ａ 

・高等部を中心とした、居住 
地域の主な関係機関との支援 
会議の実施。地域福祉とのつ 
ながりができた。今後も継 
続。 

〇チームで業務に
取り組む効果的
で心理的安全性
の高い環境の維
持向上。 

〇同僚や保護者、関係機
関などの個性や立場の
違いを認め合い、尊重
したかかわりができ
た。 

・教職員
100% 

Ａ 

・誰もが同じ目線で話ができ
たり、相談や意見交換がしや
すかったりした。今後も継
続。 

〇会議や業務を計画的に
進めたり、ノー会議デ
イを活用したりするこ
とで、授業や指導に関
わる業務の時間を確保
することができた。 

・教職員
91% 

Ａ 

年間計画で、成績処理日やノ
ー会議日を設定し、周知。授
業や指導業務に関わる時間を
確保することができた。書類
の書き方、日程などについて
は、全体周知が必要。 



   
取組目標 成果目標 

達成 

状況 

評

価 

成果と課題 

〇地域や家庭、関
係機関との連
携・協働体制に
よる地域ぐるみ
の教育の推進。 

〇地域資源を活用して幼
児児童生徒の経験をひ
ろげたり、学びを深め
たりすることができ
た。 

・教職員
100% 

Ａ 

・様々な場面での近隣の資源
の活用。今後は学んだことを
生かして居住地域でも生活経
験を広げていけるように家庭
と連携していく。 

〇地域の人材を活用して
研修し、教職員として
の資質向上に繋げるこ
とができた。 

・教職員
91% 

Ａ 

・地域を活用した学習を設定
することができた。今後も学
校運営協議会委員や地域の方
などから情報収集をしながら
活動を広げていきたい。 

〇幼児児童生徒や保護者
のニーズを把握し、必
要とする進路や支援の
情報を提供することが
できた。 

・教職員
94% 

Ａ 

・保護者のニーズに合わせた
情報提供を行った。担当が中
心となって行っていたので、
学校として対応できるように
していきたい。 

〇よりよい教育の在り方
や地域のニーズについ
て学校運営協議会委員
や静岡南部特別支援学
校と共有し実現に向け
て協働することができ
た。 

・教職員
100% 

Ａ 

・学校間で互いの良さや知る
機会の実施。関係者が互いを
尊重することができた。今後
も継続。 

 

〇新校開校を見据
えた視覚障害教
育の持続と包括
的な共生を意識
した学校づく
り。 

〇新校のより良い学校環
境づくりについて県教
委や静岡北特別支援学
校等と協働するととも
に教職員が知的障害教
育等について理解を深
めることができた。 

・教職員
89% 

Ｂ 

・「どうする、新校」プロジ
ェクトとして、教職員が新し
い学校について自分事として
捉えた意見を出すことができ
た。県教育委員会からの情報
提供を確実に行い共通理解を
図っていく。 

 


